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一般：7,000円
学生：3,500円［Ⅰ J.S.バッハ］ ［Ⅱ D.ショスタコーヴィチ］

BA-DSCH Project 2公演セット券 通常価格
14,000円のところ

トッパンホールクラブゴールド会員 　     10,500円
レギュラー会員 ／ 一般 　　　　　　　 11,900円

全席指定
限定数販売

クラブ同時入会可

5/302022 19:00開演月 6/22022 19:00開演木

ソフロニツキー、リヒテル、ニコラーエワ…。偉大なるロシアンピア
ニストの系譜の中には、J.S.バッハの名人が連なる。現代ロシアのピア
ニストの中、誰よりもバッハに傾注し、その流れを受け継ぐのが、
コンスタンチン・リフシッツだ。そんなリフシッツが、トッパンホール
で新たにBA-DSCH Projectを開催する。リフシッツのトッパン
登場歴は過去2回。2004年のベートーヴェン《ハンマークラヴィーア・
ソナタ》、14年にコパチンスカヤと繰り広げたプロコフィエフ：ヴァイ
オリン・ソナタ第1番は、いずれも瞠目すべき演奏で、その個性溢れる
音楽性と実力の程をホールいっぱいに響かせ、私たちを魅了した。

第1夜は、BACHことヨハン・セバスティアン・バッハの夕べ。
トッカータ全7曲と《音楽の捧げもの》。バッハに自信なくしては 
作れないプログラムだ。前回のコパチンスカヤとのデュオ・リサイタル
の冒頭、C.P.E. バッハの幻想曲 嬰ヘ短調は圧巻だった。あの
コパチンスカヤが小さく見えるほどにリフシッツの C.P.E.バッハは
自由で雄弁、そして魅力に満ち溢れていた。聴きながら、「これは

J.S. バッハをやらなければならないな」と思ったものだ。8年の時を
経て、そんな想いが遂に陽の目を見る。

第2夜は、DSCHことドミトリー・ショスタコーヴィチ。DSCHは、ショスタ
コーヴィチ自身が中期作品以降、頻繁に使用した自身の音名象徴で、
彼の音楽を彩っている。注目のソロ《24の前奏曲  Op.34》は、ショパンの
前奏曲をイメージ（ショパン自身がバッハにインスパイアされて作曲して
いるので、結局バッハに辿り着くが）して作曲されているが、優れた奏者で 
演奏される機会が日本ではあまりないので、貴重な場となるであろう。
晩年の作ヴァイオリン・ソナタはなかなか難解、一筋縄ではいかない
難曲だ。ショスタコーヴィチをこよなく愛するリフシッツと山根一仁と
の初共演で、作品の魅力に新たな光があたることを確信する。

室内楽作品で最も有名と言っても過言ではないピアノ五重奏曲では、
鉄壁の技巧と揺るぎない音楽を誇るリフシッツに、川本嘉子を筆頭と
する多士済々の日本の名手・若手が挑むスリリングで充実した時間
を期待しよう。




